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1．はじめに

　我国の経済は，ll月に連続36ケ月の景気拡大

と，198Sf卜度実質経済成長率5．1°（，と3年連続

5％を越え、「いざなぎ景気以来の力強い景三ミ

ヒ昇の中にある」Cll。また，アメリカの経済雑

誌vフォーチュン．CS9，7，31）の発表によっ

ても，枇界ヒ要銀行の資産順位によれば、　ヒ位

10行中g行までをH本の銀行がしめ．真に、

「ゆたかなH本」・「経済大国Hイ㍉を示してい

る、しかしその一方で、「我国は、所得・消費等

のフローの面では欧米並みの豊かな国となっ

た，しかL．　’方、ストックの面では、まだ．

欧米の先進国と比べて1一分でない部分もある一

まず．利会資本の整備が遅れている。道路舗装

率，下水道普及率、都市公園，図1与館等も必ず

しも十分でない．労働時・間は，欧K諸国と比べ

て長く，午次有給休暇U）ii！i化率も低く，貧しい

ものといわざるをえない、住宅面積など質的な

面がf分な水準に達していない」［2）とある，

「生活小国」の一面でもある。つまり，前者が

「表」なら後者は「裏」の両面を併せ持ってい

るのが、今Bの日本経済・H本社会の姿であり、

そこに様々な問題性を表しているといえる。

　それなじ、ば、「ゆたかな日本」をじっと支え

ている国民の生活実態はどうであろうか．「ゆ

たかな日本」といわれながらも、本当に、　“ゆ

たかさ、を感じ取れるような，社会保障，il

地・住宅、労働時間等で良くなったものが果た

してあろうか、最近の総理府のiH．一論調査レ）結果

からも，政府に対して力を人れてもらいたいも

のの1位に，「社会保障・社会福祉の充実」が

38．oe・oと最も高く、「税の問題」「物価対策」

「消費者保護政策」を要望する声が増加Lてい

る、（31L地・住宅については，「ウサギ小屋」と

いわれる狭い住宅で，更に、地価高騰により，

その住宅の取得さえ難しくなっている，中でも

労働時間は197〔】fド代～80年代を通して「経済大

国」へ押し進めたことにより，欧米諸国では短

縮傾向にあるのに、1969年並みの水準に後戻り

の状態を示すことになる。こうした労働時間の

問題を起点とLた“日本人の働きすぎ、、に対し

ては、自動車、電気製品等を中心とした商品輸

出による貿易摩擦と共に，欧米諸国からの対日

批判が強まり、政lllfも、内需拡大を基礎とする

構造への日本経済の転換のための政策として，

20｛｝0年までに，年間の労働時間を1800時間まで

にしようとする，労働時間の短縮を取り上げて

いる，その一端が、今回C87年）の労働基準法

の改定である、

この改jEの要旨は、

IL　週法定労働時間を48時間から4〔〕時間へ短縮

　したこと。（ただし．当分の問は46時間）

必　変形労働時間制を拡大したこと，

3ノ年次有給休暇の法定付与目数を初年度6日

　力・ら1〔｝日に弓1きヒ（ダアここと。

山　みなし労働時間制が整備，拡大されたこ

　と．1‘）
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てtt ある，　今＼、　　［il／？F自1」に1ま，　ツ㌃僅1川寺・間レつt亘辛宿力ごプく

きな問題とされている時代で’はあるが、48時・問

から1％にも満た♪三い46時間への短縮1二，どれ

程の意味があるのか　そして．なぜ時間短．縮な

」）撒ごろうカ’．

　たLかに、［d際的視．・∴J：での経営戦略により、

王見’葵vつ・｝㌫業三樺元：jロカハら喜　二｛フこlo蓑業三レ）t曽犬や辛圭：斉vつ→ト

ー
ビスfヒ・ソフト化が．進展し，IIE・O、A．fヒに

よる24時間体制が進む中では，労働時間の弾力

化は、導入せざるをえない状況であろう、しか

L，「使用者’は、労f動者に．休憩時間を除き一一

日について8時間、…週閻について48時間を越

えて労働させてはならない」（改定前32条）か

ら、「使用者は．労働者に、休憩時間を除き一・

週間について4（）時・問を越えて，労働させてはな

らない」（改定後32条巳）へと、例外規定であ

／・た変形労1動時間｝制が、原則として制度上認め

られたこと．　そLて、労f動時・間の単位を“i－1，、

カゾ，”週、、”月、、へ緩和したことは注意を要す

る点である、なぜなら．一日の8労働時間制が壊

されたことて．1ある，このことは、健康で文fピ的

な生活を営むための、「8時間の労働、8時間

の休息、そLて8時・問の自由あるいは家庭生

；舌，　　と　い　う　　　3　f／tつ　8－　tr（二）is　huits　」’5Lシつ一日

の時間配分が崩れると共に，19・20世紀を通じ

て培ってきた労働時間、強いては生活’時間の一

つの基礎単位が崩れることを意味するからであ

る。史には，この時間短縮の問題は，当事者と

しての労働者を抜きに論議されたことは，労働

者の要求による労働条件の改善を押し進めてき

て，「週35時・問労倒」制実現」c6）を目指す西ドィ

ッやヨーロッパ諸国とは．根．本的に背景を異に

する点である、そこで，本稿では、8労働時間

制が，どのような過程で，成立＿制定されたか

を，　イギリス労’1動党機関紙（Dailv　Herald）

を通して，住宅増設要求等の労働条件の改善

や，また、他のヨーロッパ諸国．アメリカ・オ

No，1〔．）

セアニア諸国との当時レ）関係を兄ながら、労働

日苫1昌」レつTミ1元藷6’YK’：；1（によ　i）、　t’i：フごV）兇亘者｝力亨L・カ’に創］

出されたかを社会史的にぢ察することを目的と

する

　はじめに我川の労働日与・問．．）諸問題を整理する

ことカ’ら」収りかカ）る．

2．我国の労働時間の諸問題

　　了ミイ．〈ド義村：1？にえゴいてiよ．　ゾテf劃」者’；よ学㌃f動ノ」をユ

自duつノヒも盲；・ll’1］・、｝Sレ）ため，9ξイぐ家にナ是1共し，　資プtぐ；ミ

は商品生産に従事させるため、労働力を・一定の

時・［削買い入れ，　そひ）代こf貰としての賃金を〉．：芝ゼ、う

しくみが成、’r：Lている　そのため、利潤追求シ

ステムとLての資本1議経済では，大きな利潤

をヒげるにはコストを抑えるか、労働時・間を長

くするかで1ある．したがって生産性の上男一によ

って、．＜、生産性のrfli【’．が紺｛持されている状況

てtt lよ，　賃i金レつ　i－．昇．・ヴフ僅力‖芋｛1目レつ知元者盲要：ド〔カご辿｜兇ミ

可能であり，それ故に、労働時間の問題：よ労働

者にとっての」，Y・“問題である，

　　　と　こノ）て“事k・［｛dにお1L・て，　川バ台辛鮭辛1テ↓リ、　fgk　」つ資イ．〈

ヒ義成、’c　vl）頃は．西欧への追いつけ、追い越せ

で長時・問労働が支配的であった．当時・の日本の

工場労働者を代表する紡績［1場で働く一女工の姿

を描’いた・女11哀史．では、「およそ紡績丁．場

くらい長時・閲労f動をノ強いる処はない＝．大f本にお

いてはf二’．時間制力i原則となっているゴ1ま

た、「組織だった大仕掛けな夜．業の始まりは，

明治1’六年大1坂糸方績においてなされ」ISi「一期

間ごとに夜昼交代Lては作業に従・事する・……・・

一一交代期間はノく概一週間であって，毎日曜を休

む処と不定時に工場の都合で定める処とあ

る、」“v］休憩時・間については，「一般一女・T二には：ま

とんど休憩がないも同様で，……人概な工場で

1ま女一llvつf木芭ギ≒｛という　もvつカミない＝　・・一・・よ　Lん

ば別に宏人な女．llの休憩室があっても、大1二場

になれば運転が停ってから出て再び入場するだ
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けに十五，分位は費やされねばならんから．　十五

分の休憩は有名無実である．」Cl°）が’iG時の実態

であった、また，　H本のド層社会　にも同じ

ような，「一定の時間を示すを11i・ずといえども，

尤ず朝未明より夜の十1時までは通例なるが如

し、家によりてはあるいは十一・時まで夜業せL

むるところあO，あるいは四時頃より起きて働

かしむるところあれども、その間休息すること

を得るは飲食時間のほかなし」i．11，「深更二時

三時の頃睡魔の襲い来る最も激しく，電燈白く
．

］1女レ）姿をうつしてi林L，」Cl　LhそLて、「休EIは

一一週間に・’日あり　職工の方より言えば一カ月

に二回、昼間の労働者と夜間の労働者とおのお

の二回あるに過ぎず　おおむね・週間ごとなれ

ども、機械の掃除Hを休Uに充つるをLj）．て　（即

ち或る意昧よりほえば機械ト制1余の都合ヒ労働7i

の休日を作れるが故に｝時に八川目に体むこと

あり、あるいは六日目に休むこともあれども、

先ず一週川ごとに機械を掃除しかつ休日とする

こと通例なるが如し：1cll’）とあり，1相］が労働

者よりも．機械の掃除の都合ヒであったという

45一

状況である，更に、驚くべきは、「幼なるは精

紡機に属するは通例なるが、長ぜるも十六．ヒ

歳，人抵f・二歳ないし十四，五歳，甚だしきは

七．八歳の児女を精紡に見る事あり、ゴ1uと，

低年齢の女子が過酷な長時間労働をi］liiいられて

いた一また，こうした長時間労働と賃金との関

係を「たといli．卜銭もしくは六F銭の収入あり

とするも，これ一H規定の労働時・間の収入にあ

らずして、普通の労働時間を超え，十三時間な

いし十六時間の労働に服して辛じて得るところ

の賃銀のみ，もし世人と等しき労働時rll］にて

　　　　　　　　　　　　 ここつは、彼らは到底一家数人の糊口だもあたわざる

なり，その［場労働者一般夜業を喜び、常に労

働時間の長きを取るもの多き、また故ありとい

うべし。これを以て、日本の労働者は労働時間

の長きを喜ぶと説く者あり，何らの迂ぞ。世間

何者か過度の労働を喜ぶ者あらんや。職丁にし

て労働時間の長きを欲するが如きは，普通の労

働時間にては到底生活を維持し得ざるが故の
wr‘”、　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．・ たず，，

み・そのLかる所以のものを察せずして，徒に

皮相の事実に拘泥L．労働者を無生の器機と同

表1．労働時間および休日数の国際比較
〔時間，H）
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l〔備考’ll．ECおよび各国資料、労働省労働基準1。1｝6、計による

　　　2．　（　　｝内はH本との差を示す
　　　1・1．欧米各国では、完全週体2B制で、年次有給休暇は完全llく得されているとした
　　　、］，正9871卜、製造業労働者の数値てある．

出典：’i；成1亡年版’国民生活白書　　PllL）
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図｜．労働者1人平均の年間実労働時間の推移（調査産業計，事業所規模30人以上）
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視せんとす，ああ何らの無情事ぞ，ils）と説明

Lている。長時間労働．低賃金による如1の重

労働が日本資本ll義の成、‘rl期に外貨獲得の産業

を発展させ、その後のH本の「「業化」への道

を切り開いたことにある＝同じ様なことを銅直

先生は自らの勤務の経験談として「Il場労働時

間の回想」の中で，　女丁哀史　にある同じ様

な状況を語られた後で、「当時の理想，問題と

なった八時間労働の理想が、……半世紀、五1’

年の年月をかけて始めて／｝X　［1，その理想に近づ

こうとLておるのである。……僅か．労働時間

47一

を縮めるということが五十fl二以Lもの年月がか

かるのである．今後問題は、その余った時間を

我々がどのように活用するかになると思

う、」f16，と述べられている，労働時間の短縮に

よる自由時間の増大によって，労働のあり方も

当然変えなければ．人間t、しい豊かな生活は望

めないことになる。つまり、労働時間を短縮す

る道のりは長く，労働時間の長さが、その国の

労働者階級の状態□を示しているといえる。

　それならば，／トHの我国の労働時間の状況は

どうであろうか．以ド，i三な特徴をあげてみ

表3．規模別週所定内労働時間の割合

（申llr　Uo）

企業硯模 10時間以内

　　　‘目’　　　　　　　　　　48．6　　　　　　　　　34，4　　　　　　　　　　　1．7

1．（）（）（）ノv⊥り、1『　　　　　　　76．3　　　　　　　　　　2（1，6　　　　　　　　　　　　1．日

1｜）1）～999／v　　　　　　　34．7　　　　　　　　　　47．5　　　　　　　　　　1．6

一聖一9～L⊥一一一一一⊥＿
資村出川　『　　　．賃ff労働時間制度等総合調査　　〔昭和62歪P
出典：’「収）凶lll4　労働日、ll　付11m，

15．3

2．2

16．2

41．1

図2．中小企業で遅れる週休2日制の導入
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も　　↓　　1『　1〃／
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二労働摺，1ぱ

伎業員し見模moo　JJ’i・Lノ）企業

1川1～1｝99人の企業

・・一・・い企業匿二玉：：：：：コ
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噛引　L労働省「賃金労働時間ii・1］度等総r－〉調査」〔昭和fSlsfll）によリ作「反、

　　　LL「週体1日’卜制」ヒは、趨rl労働nのうち］1｜か半日の週休制をいう、

　　　：S．その他とは．何らかの週休3H制．　3勤4休等である・

出典：1ド成ノご年『｝メ　労働白書　P］ll



．一 ぷ一　　　　　　　　　　氾⊇．；（宇㍑会二三研究紀要　　　　　　　　　　　No．10

る，表1t、・　L’、もわかるように、ア、先進Il業諸　　時間、イギリスび）L947時間と比べても．2〔1〔〕時

川の勤労．者の年間労働時間を上ヒ較Lても，日本　間以一ヒも長く，西ドイツ、フランスに1’ヒベて

の製造業における労働者の年間総実労働時・問　　も、5〔川時間も長いことになる、史に，慣行化

は、2，168時間となっておb、アメリカの1，949　　した「十一ビス残業」を加えると．我国の労働

　　　　　　　　表a．勤め人の1日の通勤時間（平日，少しでも「仕事」をした人）
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時間の現状は，国際的にもかなり長い状況にな

っている＝，く，週当リレ）労働時間俵2）で此

べても，197；5　fli　一　1985年の間，西欧諸国が平均

3時間の長・短の幅で拍．移Lているのにもかか

わらす，我国は実に8時間も増加している。史

に．この長時間労働は、「高度成長期」の（図

1）196（1年（昭和35年｝の2．432時間をピーク

に以後減少傾向を辿り．1975年（昭和50年〉に

八

螂造製v算試の幅動変気景分部的常恒の間時働労外定所
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は2㌦脳時間をボトムとするまで減少Lた，し

かし、その後の「減量経営期」に入ると，増大

傾向を示し、“日本人の働きすぎ、、への国際的

非難が強まる中、2、1り0時間台で横すべりの状

；兄にある一

イ，所定外労働時間については，残業が長いこ

とをはっきりしめしている、目本は年間224日寺

問と，イギリス・西ドイツと比較Lても1．5～3

倍も長い状況である．，

ウ、史には．我国の企．業の規模別（表3）にお

いても、大きな格．差が顕著にみられる．週所定

内労働時間をみても，1、Onn／v以ヒの大企業で

No．1｛’｝

の4｛）時・問以ド・］76．3％に比べると3〔ト99人の小規

模企業においては、週4川寺間JV．1”が約87（｝oを占

め、中でも48時間が41c．’（エと人企業の2∪倍を示L

ている．同様に週休二日制の導人においても

（図2）、1、eoe人以1’．の企業においては，いわ

ゆる週休二日制が9（）％に遠Lているにもかかわ

らず、？，｛）－99人規模で’は45りoと半数にも満たな

い状況で、llに、中・J・企業を中心とLて週休二

日制の未実施の企業がかなり多くある、この週

休二日制・午次イ∫糸合休暇の酉欧諸い1との比較で

も、’元全週休二日制の普及率では［i本は27．100

と欧米渚国の6｛ト～｝n°｛、と比べて人きく己ち遅れ

図5．経済的ゆとりがない原因によって異なる自由時間選好，所得選好
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ている状況である

エ、広義の労働時間である遭互勤時間も、東京園

では，1時間15分以Lが“1f・J60％と長い，（表4）

オ．　更には，　高歯合者の労働力三率力t高いことと，

才
±
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1、

1

ペ
一

一

［
’

ハー トタイマー（それも，　フルタイム労働者並

みの）労働者が増えていること、などが主な特

徴を示す点といえる

　それでは，こうした長時間労働の馴1く1はどこ

図6．残業時間の長い人ほど減らしたいという意識
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所’工外労働時・llliが恒常的なものとして推移Lて

いる、所定外労’働時・問が恒常化することは，労

働．基準法の定める割増賃金として125％を支担、

って残業させたjJが、新たな雇用増による一一人

あたりの労’働費田（所’走内賃金・賞与・1去定福

利費等）を軽減で’きる利点にあるr．所定外労働
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によるより　も、　r産1月を埣｝やした上易合・には時・1周当

りの労働費用は、横．ばいとなるのを所’定外で対

応すれば、所定外労働時間の増加にともなって

低ドする。規模別にみても、所定外労’働の追加

による雇旧の有利’11］1を示L、更に、企業規模が

大きくなるほど’｛1　T：｜川1を示している（図4），
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つまりは，大規校企．業を中心に、「減量経営」

として、．要員を増やすことはせずに、所定外労

働時間延長の有利性による、労働時間増で．k寸応

してきた構図がある，　ましてや．ふ7ごんレ）生活

で，“ゆとりがない、と感じるJvが増える中で

（図5）、　「所得が減るとこまるv．）て．1、労f動時

間を減らしたくない」　Jy　V）割合が増えている状

況におかれている　つまり、「稼く“に追い．付く

貧乏なし」レ．）状況を示している．それでも残業

ll5：間力汀ミい人、；まど　（1’xl　6）、　ツ1f動11．V・lll］を1成らL

たいという切実な願いがあることがわかる：．そ

れ故．労働時間・）　3i　vl縮は、賃借をドげずに労！まl！

時・間の短縮力Vl∫なわれなければならない

　もうノ∫で，労働時間知1縮を進めにくい理山

として（図7｝．「取引先の仕‘｝r時・問や顧客の便

宜を考える」．L∴〔から．時・問短薪iを追三めにくいと

するのが7割近くに達Lている，中でも中小零

ネ田sfi，：≡装や’；’t　iじ寧川i三業でーは，　．／，c．1＞r業独自てttのk・f　L芯1よ
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無理であり、近年成長の者：Lい情報サービス．業

においては「対ユーザーとの関係」C1　ti　．／が高L・．

印刷業界では「残業ミ手当が生活費の　部に組み

込まれていること」liF／i1と「同僚が残っているの

で．　自．分も特に仕事はないが残業する」‘：’°］とい

う、集団主義的思ぢの強い目本の企業の特徴を

示している、又，年次有給休暇が‡｝孟i皆勤等の諸

丁・当や査定に影響することによる↓こ消化が多い

のも．原因の．一一つである，それには、年次有給

休暇が完全に取〒．ll・できるような企業による計画

の推進も必要である；t

　そして、サービス経済化、1青≡報fヒ，IIEfヒv）

沮三展する中で，職種の分化力「進み、専門的職種

化が進む中で、雇川量調．整とノ＼f！ほセの割安化か

ら．いわゆる．パートタイマー労働者『が増加して

いる、198S年時，・∴T：で’．アルバイトを含む実数で

656万Jy、全労働者’中に占めるパート労働者の

割合は10．OQbであるeしかし、企業からはパー
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トタイム労働．者については、日雇・臨時等とも

雇用条件が不明確で、労働条件や福利厚生正liで

も十分な認識がなされていないのが実状であ

る。

　その、ハート労働者の定義俵5）は各国さ

まざまであるが，我国の場合「．－H　’．ぐは…週の

表7．アメリカ，西ドイツ並の価格を仮定した場合の我国の家計消費支出（全国勤労者世帯）

．我川り家計i肖‘

費k出額
アメuカこv．）上ヒ較
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一llイ・

1

　．13をf碇Lた場“こ氏．こLた場川ill．jl“儂
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表8．製造業，規模別賃金格差の推移
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所定労働時間が．・般従業員より短い者」‘L’IJ又は

「企業においてパートタイマー又はパートタイ

マー類似の名称で呼ばれている者」CL’L’）という定

義である、フランス、カナダ等のパート労働時

間を30時間未満と明‘雀に規制している国やアメ

リカ、オラングといった35時問に限定Lた国と

比べると，我国では．法的規制がゆるやかで企

業にとって好ましい型であるt，更に，労働条件

を兄ると，女j”般労働者に対するパートタイ

マーの賃金格差は、｛表6）時間給にして6∩0～

7〔川りと安く、　・般を］川とした場合の7｛1％と、

賃金コストが低く抑えられているL更に、1976

年　　（目／イ禾日51f卜）　⊥㌧Uj斧、　　女．f’一‘刊乏労腫｝」者と　ノ、一　ト

タイム労f動者の賃金格差1ま，人きくなるばかり

であるこ俵6．：1．｝週当りの労働li芋問につい

ても（図9）、各川のハート9イム労f重‖者は週

t
〆
一
〇

2〔1時・間以下が6〔〕％以hになっているのと比べ

て、我国のように35時間以Lが’ド数になってい

る国は他の国にはない状況である，つまり，バ

ー ト労働者の労働時問1ま，常用労働者と大差な

く，賃金を低くおさえられ．法的規制もゆるや

かなもので、企業側の意向が強く働く「経済大

匡ln本」の現状を表わしているといえる．経済

大国H本の「合理化」は，QCサークル等を通

して商品の品質向一Lをはかり，最先端の技術導

入による労働生産性の追求と共に、本Il労働9i

の増員を抑制し賃金を抑制した、時間短縮には

消極的政策による減量経営に徹した姿といえ

る．

　また，パートタイマー労働者、特に女性の急

増と共に，もう．一つの変化として、労働力とし

ての高齢者の増加があげられる　労働自書の説
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H月によると，　罰ζ国レつ高齢者V）ヴテ倒1力三率力㍉笥いの

は自営業者，家族従業者比率が高く．．一方．西

欧諸国においては，早期引退制度、雇用・失業

情勢が厳しい等の理由をあげ背景に相違がある

ことを説明しているが．それでもL要左進11業

国と比べても，6｛〕歳代で73％、65歳以ヒでは36

No．1〔［

％と3～5倍の労働力率を示している　（図1tD，

今後、増々高齢化する社会で、老後に対する不

安も1981年に比べると高くなり，社会保障71〈準

が後退する中での生活費の調達も貯えを崩して

いくことを余儀なくされている状況である。中

でも，ハート9イマーやアルバイトなどの非ill

表10．労働組合の有無別企業の週休2日制の採用率
（　｜i：．flr：　　　　1㌔，｝

産業，規模
言｛． 労働組合有 労働川合無

、三周査産業計

1、川｛1人以1・．

1（）0～999人

　：川一99．tv

製造業
1、（川．り＼以一ト．

1〔〕o～999／v

　3∫卜99人

47．8

92．3

63．8

1Ll㌦［

Db．s

97．2

73，7

4ド，6

68．7

93．9

76．6

57．4

77．u

91．5

83，0

67．3

39，5

刈．6

52．1

？，r）9

47．l

s5．1

61．8

43．6

資料・出所　労働省　賃Cひ労働時間F狙］度≒：二合護青

出典：旧手川～1「1．・販　労困日，ll．　P．｛ス’］46

〔昭和56fP

規従業員の急増は，正規従業員への雇川にも変

化を生み、中高年層を中心に出向・配牽云・転籍

などから．雇用にも不安定な傾向がみられるよ

うにな一／てきた：　昭和61年版労働i’1，ll二。によ

れば，川向を実施している企業は7〔IObに達L．

年齢的には45歳以i”の中高f｛三が1　3を占め，

出向者比率では，ホワイトカラー管理職の11．2

％と高く、出向を常態化することによる雇川調

整的な「柔軟化」の形態が増えている特徴があ

る，そLて、出向による賃金補償は4i）Ooの企業

で実施しているにすぎず，出向後の親会社への

復帰も，わカコ　L’、ない場合が多く，労働者への不

安は，生活設計にも支障を及ぼしかねない状況

である，

　こうした，中高年層における労働による収入

も、教育費用，住宅取得費用に向けられる割合

が高い．たしかに、国民．づ＼当りの国民所得は

（図11），1984年で，12、109ドルでアメリカに

次ぐ高い収入であり，一時・間当たりの’F均貨金

では，8．5〔1ドルと高いが，個ノv消費の購買力平

価表示で比べれば、6．47ド・レとアメリカの68

％，年問でも80％であり、いずれの他の欧米諸

国よりも低い数1直を示している．つまり、所得

（名目），としては高いが，その金額で、もの

を購入する割合は．低いという結果を表わLて

いる，更に、我国の家計消費支出をアメリカと

西ドイツと比べた場合（表7）．アメリカでは

教育費が我国の約1．5倍の支出，西ドイツでは

交通・通信でわずか多くの支出を示しているが、

他は全て，口本が割高である．日本の物価が、

実に高いことを示している。そのため，我国の

家計消費芝出はアメリカの約1．4倍．西ドイツ

の約1．2倍もの割高の状況である　又、物価高

の状況にある賃金でも、製造業を例にとってみ

ると　（表8），1．000人以一Lの大i見模企業を］〔［0

とすると、999人以ドの企業では，その75％、

99人以下では70％と低く、企業の規模による貨

金にも大きな差があるのが．我川の実情といえ



）㌧lal－ch　199（）

間」

り，

く，

れ，

る．

＼　労　　亘ウ　：1寺　　已1　奉「］　’il，三　　［、ξ　　　・・．・1

る、・一つの要因としては、1974年・75年の石沮1

危機による不況で，景気の長期停譜｝を丁1測し、

涛恒量糸手’営に着手・Lたことによるものと考＾えら才1

るJ更に．円高の続く中で、大．企業による減量

経営は外注fヒの受けHIL　［・’請け単ll｛‖の切りi・’げ

が．当然のこととして、中小企〕崇に波及Lたこ

とを示’している　つまり、ノこ企業とそのト’請の

中小．企業の問にナ）る、労f動‖与陪j・賃（f≧・その他

の雇用．条件における格差がノこ企※をLて，　ド請

fe竃ξカ・ら音ll［［］［IIを’ilく：1面に｛1周」圭L、　資オミ蓄ト責を［］J’iit

にしたことで1ある　それにより、国際競争’力を

つけた点である

　今、海外から　「経．済大1・dH本」　「ゆたかな匡i

日　イー〈」　と　L・う｝1艮／ご’fsらイL、　　ノ（．　芦㍉吉日二UiLiS“2Lて

L・るカこ、　’　Jl，　）1　kを三メ・る　と、　fi＼業R‖iV）ξ鏡今≧湯｛（fピと　そ

れに．巻き込まれた労働者の状態として、労f動時

問は．長く、賃金（実質）も低く抑えられ、ともか

くも．マイハウス、モノ（耐久消費財）等に囲

まれた生活’をづ主成したカxにみえる力言，　t£は，　そ

21｛まどじリカ）一［e：ま了ごL・：Vこけ亡力ごある。　こ2L；ま　「日、手

ピ犠牲にLた．一．こにより成しえたものであ

これでは．「ゆとり」としての豊かさはな

余暇もなく．非文化的な生活を余儀なくさ

人間らしい生活を営むのが難しい；伏況であ

　それ故に、改めて生活者としての労働者’を見

直されなければならないことになる．とkに、

「労働の社会的］“u‘．A’：味」を考え直さなければなら

ない＝そのことは、「時間」を犠牲にした会社

．一辺倒ではなく、家族と共に地域への参加もで

きるような、そして、そのことにより、新たな

労働の場での創造性も発揮できるような再生産

にもつながることになる．

　今回の労働基準法の改訂は，労働時間を生活

全体の中で考えようとした視点もあった：／それ

は、「労働者の健全な心身の確保、健康の維持

という視点から」LL）　／1）「人間そのものの健康を基

一 59一

準としてとらえるといういわば健康論」L2．“のト見

点と、「家庭ノヒ活・地域生活，社会生活のかかわ

りの中に．労働時間のあり方を位置づけるとい

ういわば人間のくらL．すなわち生活論の視点

であるが，具体111）には、男女ともに．職．業生活

と家庭生活を調和させるとともに、地域・社会

への参加を可能にする労働時間を基本とすべ

きJ’25’としている、そして両者’を不lir分・一一体の

ものとして「労働生活の人間化」を具現するこ

ととLている：つまり，労働時間をめぐる問題

は、「労働時聞の短縮」のみの問題としてでは

なく，労働以外の非労働時・間、余暇の過こ“し

か国、生活様式，働き方・文化と深くかかわっ

ており、Jv問らしく生活するためには，労働者

による方向づけを（f列えば、「会社人間」から

の脱皮等）明確にする必要がせまられている，

ところが、職場では、コンピューター等の導入

により、合理fヒされ、人とJvとの交流はなくな

り，機械に指示されるままに動くよう求めら

れ、労働時間が減少するかに見えたが、新たな

忙Lさを生出せLめる結果となった。そして，

職場におけるJUIi・j関係が稀薄fヒする中で，’87

4三〇つ労叶重8基ヨ丘：去の己文｝言r、　サ］女項三厚1機フご士勾筆匡i±：の

制定、そして変形労働時間制の法1内認可，組合

組織率の減少傾向にある中、又，外国人労働．者

の受け入れ等にみられるように、労働をとりま

く環境が変わる中Eつまりは、労働K’の基本的

権利の「弾力化」「空洞化」が進む中で．どの

ように労働者が，労働組合が対応するかの問に

せまられている。「“組合、、という言葉からして，

きわめて日本的である．信用組合から協同組

合、隣組、輸出入信用組合，問屋組合にいたる

までさまざまな組合がある。」［27）しかし，「労

僅む糸且合1ま　”プテf重り者’をギ害耳《とi芦そ寺・カ・らfl｝ミ言蔓するt：

めに、、不可クくゴ28けごとして．1947年労働基本法

の制定をみて以来、我国の労働運動も大きな高

まりをみせてきたが，ますます増大するパート



一 6｛｝　　　　　　　　　　　1亘畢．．1：＝㍑

タイマー労働者’．未組織労｛動者も、　どのような

ネットワーク、連帯をつくりながら，自らの労

働条件レ）改善に向かうかが急務となる、ところ

が．射1の我国の労倒｝組．合の推定川識♪キ：はli’政

改革や円高．．不；1己の影響に．よるものか．図］2から

もわかるように75年1．」降の12年間て1t，急速に低

ドし，86年は28．2％にまでの落ち込みを示して

いる状況である、、．，ぐ，サービス経済化レ．）進展イ）

ハー トタ．イマー等の未組織労’働．者の増tJN，産

業・規模間による組織率の差が大きいのが実状

である．，、1司時・に、ツ剣動相．合の在り方が，　じに春

闘や賃．金の・一時・的闘争Vり際に．JJを出し，　H常生

活v．）中で登場L．てこないという実状と、’方働者

を紺織的に拘束するだけのW在とLてLか受け

とめられていないという労働者にとっての労働

組合の存在意義としての問題もある＝更に，

「組合の旗の色」を変えたり、イベントを行な

ってはいるが、告年労働・者’にある「組合離れ」

は深刻な問．題であるこ我国と西欧渚国では，組

合組繊のあり方に相違があり、我国では、ノ＼企

業を叩心とする企業別組合であり、週休二H制

し．）適川にLても、組織率が低い・」・規模な事業所

では進みにくい面がある　（表1〔．）｝　，これに対し

て、　二企業卜劃析酪」な「）巨業別1糸且合の形1慈をとる西区欠

では、全国的なしベルで，労働条件の基準化が

実現されやすいという組織ヒの差異が人きく影

響している、．L．かし、デこからといって，「日本

．fvを．イ7リア人に1司一fヒしたり、　．イギリス．人に

同．一・化ゴ29）することではなく，H本人の働くこ

との意昧と，産業構造が．大きく変わる中で，特

に労働時間をめぐる問題を中心とする．いわゆ

る“日本的労使慣〒．ピ、をも変えざるをえない状

況にあることをLっかり兄据えなければならな

い。ノiX　H，ほとんどの企業・産業で，　M　E化・

OA化・FA化を通しての「合埋化」がかって

ない規模で進行する中．欧米と改めて比べてみ

ると、労働者の基礎的な労働条．件の問題はi渠刻

会．「≠｛i；ジ莞≒ご≡　　　　　　　　　　　　N〔）．IO

　　であるといえる：．．

　　　これらし．）諸問．題について，以N　．’つの基準

　　と　ノ∫f，ノこ　“8’ソ㌃f垂｝」日寺・lllj、、　カ∫，　　と’dつよ　う　アよ1告β史ilLJ

　脈絡にあったかを川：究することにする、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく｝

　　　　　　　　　　　　　．末ご；C．　〔1989fド12月150〕

〔注）

ili経済企画庁　’1三成∫じ年版．経済〔．1書　19S9

　年　P，2
L）　経済企画庁　日、’｛和6n　fl：一版．．．1．日民生活白書

　1985午．．P．2i．lt｝～P，2川sを要糸二jLた　　また、　い

　わ：．1）る　二新前P］1リボート　では．「」’Q質な社会

　資本ストックを我が匡1し．）国際的地1・［〔にふさわ

　　しいノki辛にiばけて着：’たかつ、　，1’t’1由旧ヨに吉ジ」三し．

　1由1其1］fltJに杜1民．’ill舌レつ質を’ri”；j　y）る．　社会’ξイー〈整

　備に当た一．・ては、’乏品に応じた負担レ．）ぢえ万

　の徹底」とあり、やはり負担．は我々に背負わ

　されている：、経済企画庁総合言卜画1、．；］稲li：己21世

　紀へ．．）基恥械略　東汗：経沽il特財L］f）・，S・7年、

　P191より
・3．総理府広報コ｛編．．川：ll　IiiJ論、o∴7隆．1第2］巷．

　12号の「国民生活」レ．）調．査、

．”；1井「．←k・　Vi：｝田哲郎・．新労｛藁わ時間の法n時ミ

　務．．中奥経済社．19，S9．年

　　　フレッ．クスタ．f）、‖刈レ）」．尊入：二よる」ミlii’・～1亘！1斤

　　」）’だf列　と　L　て，　．．．ジュ　リ　ス　ト．　レ．）1臨il．S’1増1；［L

　　．　tt新労働時間1」このすべて．で，以ドの点を示

　している，、

1　　　長　　　FJI’

　工f．［’狢とf［司ノv午：i，9一レ〉言艦］

　　刊1カiとれ．　労’優胆寺間

　　の束縛感から開放さ

　　れる．＝

’31個ノ＼の自ヒ性力丁尊重

　　されることから．責
　　　イ丁三歴ζカt弓主ま　り、　fL彗．‘

　　の意：．6たも高まり「遣：辛

　　力t．ヒカtる、．

：31．｝捏封｝i］，壱：富表力言ヌこ，1｛えfL

　　事の計画・i生，［庄性
ミ
ヵ㍉語まる＝

i．．丁：．個人の生活のリズム

　　短　　所
工／　．トt：「j’］タト　・　耳さiJ易しt’）　コ　　ミ　　．

　ユニケーション不；d

　になりゃすい、．．

　　　　　　　　　　　　　　　オ　ロ≧．耳哉よ易科」ゴ・カ㍉ξL才∫る＝

3．管理者の負lli］．が増え

　る、

］1：．J，tE　く　IL　i’1望力　し　ナt　り　、　　Frl・

　　く’）v｝るH，±∫・に9k．　ltカILLけ

　る、

5．．生活が不．規則になり．

　やすい、

1亘時間外労働の7育こ理が

　．ルーズになりやす



）Llarch　199D

　　や体調に合わせて仕　い，

　　事がでさる。　　　　7出勤台帳の管川！・己

　　　51追皇リラッシュをj遂　巾長力sわずらわしい，

　　けることができる
l　　Ll　8’」、川に活用もでき

，　便利で’ある＝

　　7時間外労働が減少1

　　する

　iiJ間なんてありませんでした．

　間の｛［事をして帰っ

　さ，もうじっとLてられないんですよね」と，

　過労死によって夫を亡くした妻のことばであ

　る’t⊃過労死11り番、　合・i司出版　　1989∫ド、P．18

1s．情報十一ビス業労働時・間改善委員会編＝情

　幸艮サーヒ“フ、業にtsける労僅り1痔・ll｝1笑豆ネ宿0）／見】犬と

　／iYf麦レつノ∫i｛】1．　ノく∫誌i省日Jhii」｜司、　］989tf三、　P，28

‘19：1印刷産業労働時間改善委員会編，二印刷産業

　における労働時間短縮の現状と今後のノ∫向
　ノミJ員i省「lj届リ局．　1989年．　P．83

21〕．同上

．L）1i労働省婦人局婦人労働課，＝パートタイム労

　働者をめぐる法律問題．｛財｝婦ノv少年協会，

　］989fl三、　P．1｛｝

．5‘福月・憲彦　時間と習俗の社フご史二新曜社，

　lgs6年，　P，84

6i　’ド成元年版　海外労働白書　日本労働協会，

　］gs9年．　P．2s7

．7！細｝i；和ζる蔵．　女1：哀史’t　岩波書」【ii　1988

　午、P．119

、81　19‘　　jtijト．　　P．12（1

10．同ヒ　P．124

［11．）横山源乙助．　　日ヰ（のド層社会．　岩波書

　　　‖　’　．　　　1　y，s　5．　　　正）　，　］　1　5　～　1）　．　1　］　〔ミ

d21　同L　P．189

13．　同．i，　P．192～P，193

．14　同．卜．　P．1S3－P，186

1Jn　　［li】「．　　P．252～P．253

16／銅直勇「L場“Yi働時間の回想」

　．［i月星k学社こご学科・研究報告、第4集

　HJi星｝ミ・’｝：：ノ＼又”i：：「；－1；il：ζご”｝：：f・：F、　1972年．　P．57

　　～P．59

17‘最近レ）我匡1J）　t’7　JJ．働者レ）状態を示すものに

　「過労死」がある　｝1な理由は、長時間労働

　によるものであるが、「人間らLい生活じゃな

　いですよね．家族みんなでゆっくり話をする

　　　　　　　　　　　　　　　］6目寺川」、　19目．￥

　　　　　　　　　　てくる夫を仔つ身のっら

□吏＋－1

：2．　同ヒ

．23‘労働時間llll題研二究会編

　提、亨　第一　，ll二林、川S7年．　P．21

．L，1，　同ト．

125．　同卜．

．26．　余暇の重要性について、

一
6］

労働時間短縮への

　　　　　　　　　　　　ジャン・フラスチェ

　は「余暇はノv問の条作の本質的要素となって

　いる　余暇は，人閻の形成，人問の教育・知識

　の獲得、文化においてますます重要な位置を

　しめている」と労働時間の短縮と社会fllJ余暇

　について述べている、ジャン・フラスチェ、小

　関藤’郎訳　開かれた時間・川島書店

！7　セオドア・コーエン、大前正臣訳．　＝Hメ．〈占

　領・￥「命．：（　1”｝　TBSブリタニカ．1984年．

　P．L）97

ttg，1　同ヒ

2fl．　　三：，［：禺ニ　イV二二著：．　　　　僅‖　く　こ　と　レつ，芭：ロ↓ミニ　　　　イ1’斐

　「｝ζ］，　1987，　P．99
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